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連絡先　　２８１－６７８０（教室）

学習塾小学部からのお知らせ　
朝晩は、寒いくらいになり体調を崩しがちです。
上に着る服を用意したりして教室に来るようしましょう。運動会も終わり落ち着いて学習できる時期になりましたね。気を引き締めてがんばりましょう。
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漢字検定のお知らせ
日　時　31年1月14日（金）18時40分～

会　場　石野教室
教室生には個別で日時をお知らせします。

試験費用　10級（1年相当）～8級（3年相当）1500円

7級（4年相当）～5級（6年相当） 2000円
4級（中１相当）～準2級　　　　　2500円
締め切り　12月8日（土）
教室生以外でも受験できます。

申し込み後から漢検の学習に入りますので、
できるだけ早めに申し込みください。
そろばん教室からのお知らせ
検定試験のお知らせ

　１１月２５日（日）珠算・暗算の検定試験が、あります。段位受験者は会場で受検します。
１５級～１級は石野教室で１１月２０日（火）から２２日（木）の授業日に受検します。
申し込みは９日（金）までです。受検可能な生徒さんには申込書を渡します。

検定試験を受けると、合格したい気持ちで熱心になり、授業態度も変わってきます。ご協力ください。火曜日の授業時間を間違える方がいらっしゃいますので、再度ご連絡いたします。
火曜日　16時半～17時半　　と　　17時～18時です。　途中で17時の生徒さんは入ってくる状況になっています。

時々お母様のほうから聞かれる事があるのですが、そろばんをしているので、学校での算数の計算を簡単にやってしてしまうのですが、学校で教えて貰う筆算や計算の仕方をしなくてはならないのでしょうか？　　とおっしゃいます。そろばんを習っている子は数を見ただけで頭の中のそろばんの珠が動いたり、指でそろばんに入れるように計算をします。これを珠算式暗算と言います。だから、学校で習う筆算より速く出来るようになります。教室では普段から2桁の暗算を練習しています。学校の計算も珠算式暗算のようにしてもいいんですよ。きっとこちらの方が早いと思います。
いくら普段2桁を暗算で練習していてもまだ自信がないとか級があまり高くないようなら、学校の算数では1桁ずつ暗算をしてもいいです。そろばんで気になる事などありましたら、遠慮なくお聞きください。
九九を覚えていてもなかなか九九表が外せない生徒さんがいます。見るのに時間がかかったり、上手になるのが遅くなるので、九九を覚えたら早めに九九表を見ないでするようにさせております。

幼児・１．２年生で赤い表紙のテキスト（そろばん２）や9級に入っている生徒さんは、早めに九九を覚えましょう。
書道教室からのお知らせ
段々と寒くなりました。9月は広島書道展と昇段試験で大変でしたね。でもそのかいあって

昇段試験は皆合格しましたよ。おめでとう。次の試験の為登録はしていますが認定証(賞状)の必要な方は1000円でいただけますので連絡をください。広島書道展の審査に行ってきました。今年の課題は難しかったよねと先生方もいっておられましたが皆はがんばったよね。結果が楽しみですね
毛筆を持ってくる日は
	5日3.6年　　12日4.5年　　19日2年　　26日　持ってきてねといった人


外国人講師の英会話教室からのお知らせ
　10月のハロウィーンは、学校の行事と重なった生徒さんもいて、特別に11月になったクラスもあります。皆が楽しみにしていたので時期はずれてしまいましたがご了承願います。
ドナルドは先にするのはいいが後はおかしいと言い張っていましたが納得してくれたみたいです。ハロウィーンは日本でいうお盆のようなもので少し日本人が思っているのとは違うようですね。
11月3日はお休みです。その他はラインでお知らせをしますのでお確かめください。
アドレス　� HYPERLINK "mailto:hohoemi.247@ezweb.ne.jp" ��hohoemi.247@ezweb.ne.jp�





ホームページ　� HYPERLINK "http://www.ishinok.com" ��http://www.ishinok.com�





自分で考える子が育つ言葉かけ


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅原　裕子　（有）ワイズコミニュケーション代表取締役





『本当に頭のいい子、賢い子』はどんな子？


　本当に頭がいい、賢いとは、大きくなるに従って磨きがかかるということでしょう。


それは、成績の良さ以上に、「自分で考える」ことのできる力です。





「わが子には、考える力がある」と信じて接する


　自分で考える力を育てられなかった子は、一度つまずくとそれを自分で解決できません。では、その力はどうすれば育つのでしょう？





それは、「この子には、考える力がある」と信じる態度にあります。


つまり、小さい時から、考えられる子供として扱われることにより考える力は育つのです。


「考える習慣」を日々練習することで身に付くのです。練習する機会の多い子ほど、その能力を高めます。





日常生活の中で考える時間を増やす


　その能力を高めるための練習はどのようにしたらいいのでしょう。





親との会話の中で、子供がいろいろ考え、行動し、試行錯誤することを増やすことです。


「あれかな？」「これかな？」『自分はどうしたいんだろう？』


と繰り返し考えることで、考える習慣がつき、子供の中に選択が増えていきます。


その考えの中から、行動に移し、うまくいかなければ、何度でも、別の考えにも積極的に挑戦させてみましょう。


親は大きな心で、失敗を恐れない子に導くことが大切です。
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漢字検定申し込み


氏　名


　　　　　　　　　　　　


受験級


　　　　　　　　級　　　


お月謝袋に一緒に入れていただいてOKです。














